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エコミュゼの運営における管理システムと機構形態に関する考察

_ル ・クノレゾー・モンソ・レ・ミーヌ都市共同体・エコミュぜのケーススタディーー

A Study on Structural Form and Supervisory System of komus6e Administration

-A 
Case Study on the Urban Community of Le Creusot Montceau-les-Mines Ecomus6e-

石 りll 宏 之*
Hiroyuki ISHIKAWA

10 本稿の目的
我々は、人が人や自然と共生する持続可能な世

界を目指すために地域社会において歴史的遺産を

守り、世代間を越えた文化的な営みを必要とする。

その試みの一つとして博物館つは、社会によって

創られ 地域と関わりを持つ機関である。そして

地域問題に対処し、地域を生かし、さらに地域に

影響を与えていくものと考える。

博物館が地域社会のニーズに応えるには、博物

館の機能を活かした新たな事業を展開することで

ある。しかしそれを行うにあたり博物館側の課題

は、その事業を企画する人材の不足、運営資金の

不足、1日体制に3.‐ける運営の支障等である。これ

らの課題に対処するためには、博物館が地域住民

とノヾ―トナーシップを組む新たな管理システムの

ネットヮークを築くことである。したがつて博物

館研究は、博物館をめぐる地域社会の視点から博

物籠舌動を捉えた調査により、博物館運営につい

て明らかにすることを求められる。

今日エコミュゼ (ёcomus6el"は、地域住民力
'

い 動に携わり、倉1造 し、記憶とふれあう場

として注目されている。また地域を活かしその将

来を準備する一つの手段として役割を担っている。

よって本稿では、フランスの都市部で活動けるエ

コミュゼの実態を把握し、地域における伸物館の

役割や博物動 を治 1生化させる運営方法を明ら

かにする。そして日本の都市におけるエコミュー

ジアムを運営するうえでの手がかりを得ることを

目的とする。

″aマvAN

図 1 ル・クルゾー。モンソ・レ・ミーヌ都市共同体

11 考察の方法
エコミュゼは、その地域・時代によって異なり

常に変化していく。したがってエコミュゼの博物

館運営は、今日の地域社会と時代背景の関わりの

中から明らかにされることを必要とする。

方法としては,ま ずフランス全般においてエヨ

ミュぜの運営における管理システムや機構形態の

特性を歴史的経緯の中で明らかにしたい。

つぎにエコミュゼの詢列を考察することにより、

その連錯力
'ど
のように利ピヨリな働きをしているか、

具体的に地域住民や地方自治体との取り組みの中

から]]らかにしス
=tヽ
。

そして最後に日本に3・・ける地域社会の現状と照

らし合わせて、エコミュージアムの役割やその運

営方法となる手がかりを求めてみたい。

・横浜国工だ考岸諄た。■判 知 ,
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12調 鞭
手法 としては、エコミュゼの現博物館専門職員

にそのエコミュぜ全体における博物館活動や運営

方法について聞き取 り、さらに市民団体の代表者

にその博物館活動の現状について聞き取 り調査を

行った。ゆ

調査期間は1997年 6月 26日 ～28日である。
●

13 調査地の選定
調査地は、フランスのノン・クノレゾー・モンソ・

レ・ ミーメ都市共同体つにあるエコミュぜ (L'

EcOmusё e de la Communautё  urbaine Le

Cresot Montceau― les―MineO とした (図・

表 1)。 選定理由は、このエコミュぜ力
'都
市部に

できた最初のエコミュゼであること、および後に

誕生する多くのエコミュゼがその運営方法を真似

て取り入れたからである (JOubert 1996、 p

331。

20 エコミュゼの概念と歴史
はじめにエコミュぜの概念について紹介する。

エコミュゼの概念はフランスで生まれた。エコミ

ュゼ とはこcolo」e(生態学う とmuS6e(博物
的 からなる造語である。エコミュゼの「エコ

(ёcol」 という言葉の出来は、ギリシャ語の

「オイコス (Oik。9」 からきてヽヽる。「オイコ

ス」は「家」を意味する。そして「家」というの

は、何人かの人がそこで一緒に暮らす。つまり

「オイコス」は、「家族・家劇 も意味する。し

たがってエコミュゼは、人が住む環境界

暉ゴの薇金
甜
∞

(milieD。 と、人がそれを保持している諸関係

を自らのプログラムに組み入れた博物館である。

2.1 エコミュゼの誕生

つぎに,レ・クルゾー・モンソ・レ・ミーメ者F市

共同体・エコミュゼの前史について述べる。

1968年 アモ リック地方 自然公園 (Parc

Naturel Rё giona)'内に「ウェッサン島の技術

と伝統の家」が誕生した。それは後にエコミュゼ

と呼ばれるようになり
8ヽ その地域の農業が落ち

込んできたため、地方自然公園を手段としてその

地域の自然適童・文化働童を観光業へ結びつけ、

その地域に再び脚光を浴びさせようという意図で

できたものである。

1960年代後半から70年代前半にできたエコミ

ュゼは、地方自然公園のサービス部門として位置

づけられていた力1博物館運営における権力の集
中等で支障をきたしていた。そうしたなか新たな

エコミュゼはつぎなる運営方法を模索していた。

2.2 ル・ クルゾー。モンソ・レ・ ミーヌ都市美

同体・エコミュゼの設立経緯

1960年代この地域の石炭が枯渇し、重T業に

関わる地場産業が衰退し、その会社は多くの労働

者を解曜 した。1970年に各コミューメ●は、将来

の経済的な困難を予測し、互いに協力した方が賢

明であると考え、ノン・クノンゾー・モンン・ン・ ミ

ーメ都市共同体を発足させた。この都市共同体は、

ノン・クルゾーとモンソ・レ・ ミーメの2つのコミ

ューメを中心とした計16のコミューメから成り立

っている。

1表者

図 2 管理システムにおける権力の分散化
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この都市共同体の議員は、ジヨルジユ・アン

リ・リヴィエール (CeOrg‐ Henri Ri宙ёrel 
Юヽ

ユーグ・ド・ヴァリン (Huttes de Varine111ヽ

マルセル・エプラード (MarCel EvTardl、 の三

者へ話を持ちかけ、1974年 にノン・クルゾー・モ

ンソ・レ・ミーメ都市共同体・エコミュぜを設立

させた。

彼らは、まずル・クルゾーに博物館を計画し、

それが単なる建物でなく地域に埋もれている文化

遺産や産業遺産を掘り起こし、今日の人々にそれ

らを見直してもらえるダイナミックな文化活動を

提唱した。なぜならこの地域住民は、地元企業に

よって社会的・文イヒ的な制約を受け続けていたか

らである。このエコミュぜは、それを有子き放つた

めにグローノシレな文化的開発を行う手段として位

置づけられた。そして実験的に「自然」環境とと

もに「社会」環境も活かす博物崎舌動を展開した

のである。

30 ル・クルゾー。モンソ。レ・ミーヌ都市共
同体・エコミュゼの特性

はじめにエコミュゼの理事会が行う通昔会議の

管理システムについて述べる。そしてそのシス

テムから近年このエコミュゼの機構形態が変更さ

れた意味を明らかにしたい。

3.1 運営における管理システム

0)運営会議を行う理事会の構成
このエコミュゼの特徴は、地方自然公園内にあ

るエコミュゼのように糸屯然な農業地帯、 もしくは

地方自然公園にも含まれていないことから、ノン●

クノレゾー・モンソ・ン●ミーメ都市共同体の行政

区域を博物館活動のテソトリーとするアノンアシ

オン
p)と
して設立されたことである。そして地

方自然公園での運当上の問題点を考慮し、 3つの

委員会 い1用者委員会 ,学術委員会・経営委員

ω に権力を分散させた管理システムを取り入れ

たことである。そして運営会議を行う理事会の評

議員は、各委員会の代表者づ闊成された (図 2)。

その中に、各¨ 動を行っているアソ

シアシオンの代表者とそのコミューメの代表者、

国の文化省の派遣代表者、ブルゴーニュ地域圏会

議長、ソーメ・工・ロアール県知義 ソーヌ・ユ・

ロアールメ閣轟餐畿長等の28名で構成されている。

0)協約による機構形態への変更
ジョルジュ・アンソ・ソヴィエーノンは、まず中

核博物館 Oieu celltra)をつくり、そしてその

テツトリー内にアンテナ (antennel力で き発展

していくと考えた。ただしアンテナの運営は中核

博物館に依存している。以前このエコミュゼは、

ル・クルゾーにある「人と産業の博物館」を中心

に、ローカルなアンテナカヤ遣ラ形態であった (図

3-A)。 しかし今日協約という形式をとること

で各々の博物館が対等なパートナーシップを組む

連合体へ変更された (図 3-B)。
膊〉

またこの間にユコミュゼ・各アンテナで稲載げ

るアツシアシオン・コミューメの三者は、協約を

結びアンテナの運営において各々の役割と責任を

決めた。そして各地域のアツシアシオンカ'そ の活

図 3 機構形態の変更
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動を行う権限について明確にした。

0)機
この協約は、各アンテナの運営において三者に

権力を分散し、各々の権限を明確にしたことく

各アツシアシオンの自立性を助長させることにな

ったと考えられる。その後各アツシアシオンは、

避きに責任を持てるようになり、独自で調査活動

を行い、自分たちの文化遺産を積極的に見いだす

こと力'で きるようになった。
1。そしてかつてのア

ンテナは、調亘・研究、収集・イ釉餞 展示・教育

活動を行える博物館として社会的に認められた。

つまりそれが機構形態の変更を意味することと思

われる。

ジョ′レジュ・アンソ・リヴィエールカ=コ ミュ
ゼの概念を主張してから時が経ち社会も変わって

きた。エコミュゼは既存の制度にとらわれること

なく、 そのは や動 に夕ヽ耐 るように努めるこ
とが大切であると考える。

32 博物館活動におけるパートナーシップ
今日のル・クルゾー・モンソ・ン・ ミーメ都市

共同体・エコミュゼは、6つの博物館の連合体で

ある15ヽ これから事例をあげエコミュぜやコミュ

ーメカ`各地域のアツシアシオンに支援する実態か

らそれらの機構における社会的な働きを明らかに

したい。

(1)「人と産業の博物館J

この建物は歴史的記念物ぞあり、1970年に

ル・クルゾーにより買い取られた (図 4)。 よっ

てこの土地と建物はコミューヌのものである。中

には、ル・クノレデー・モンソ・ン・ミーヌ者5市共

同体・エコミュゼの事務局と「人と産業の博物

館」がある。この伸物館の常設展示は、この地域

住民の生活を中心とした産業に関するテーマを扱

っている。特別展示ぜはフランス国内外に関わら

ず広い範囲のテーマを扱つている。

「人と産業の博物館」には、独自に運営するア

ソンアシオンヽ`無い。なぜならここはエコミュゼ

の博物館専門職員が直接管理しているからである。

12)「運河の博物館」のアツシアシオン

1990年 にこのアンシアンオンは発足した。そ

の目的は、中央運河の発展に寄与することである。

そして今日このアツシアシオンは、「運河の博物

館」の管理と中央遼 可における船の遊覧を行って

いる。会員は約400人である。

昔「運河の博物館」の建物は、中央運河の水Fl

管■/」、屋であった。中の展示室には、中央運河に

関する資料や地元の瓦工場でつくられた瓦を展示

してある。そして隣りにある運搬船は、内部を一

部劇滲して船の歴史・船と人の活動を展示してあ

る (図 5)。

エコミュゼは、これらの展示製作にあたって技

術指導を行つている。例えば「遺 Tの博物館」の

展示に人形を置きたいという相談があった。博物

館学の観点から人形を置く場合には、衣装を展示

する時や仕事の動作を見せるときに使われる。こ

うして双方が展示について議論をすることで互い

に電読子し合い、事業をお尉生化すること力で きる。

③ 「学校の欅物館」のアソシアシオン

図5 運河の博物館図4 人と産業の博物館
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1994年 にこのアツシアシオンは発足した。そ

の目的は、「学校の博物館」の運営を通じて高齢

者が子どもたちに話す機会を提供することである。

アツシアシオンの主な活動は、学校の先生と協力

して学童を対象とした催し物の教育プログラムを

つくつたり、19世紀に書かれたテキストの読書会

やその当時の遊技を実践した特別企画を行ってい

る。そして学校団体の生徒カミ年間約1000人訪

れている。

展示は、学校教育の歴史を19世紀末、20世紀半

ば、今日の3つの時期に分 t夕て教室の様子を再現

している。この会員は、約70人く 中に教諏経験

者が多く積極的に活動している。そして現在 5人

のスタッフカ猥示解説を行っている。

コミューメやエコミュゼは、アツシアシオンに

対し仰物館の維持管理を支援している。例えばエ

コミュゼは、このアツシアンオンの広報活動を行

っている。またコミューメは「学校の博物館」に

常勤職員を派遣し、その人が受付を行つている。

他にコミューメは、「学校の博物館」の建物を所

有しており、その光熱費を支払っている。

“

)嶼
′レ・クルゾー・モンソ・レ・ミーメ都市共同

体・エコミュゼは、一つの社会システムであると

考える。そのシステムとは、テツトリー内に点在

するテーマ博物館が各々発する複数の情報を相互

に共有し、独自の博物館活動に還元する組織体で

ある。そして各地域のアツシアシオンにおける博

物館活動に独自性を持ちながら有機的に関係し合

える機構であると考える。

33 自治体とエコミュゼのパートナーシップ
つぎにエコミュゼが日物館活動によって地域間

題に取り組む実態からエコミュゼの管理システム

において社会的な役割をll■ らかにしたい。

(1)失業者の闘 対策

このセラミックエ場は、1893年 に建てられ

1920年代の最盛期を向かえた力ヽ 1967年に開鎖

された (図 6)。

エコミュゼは、1995年 にこの工場を購入し建

物を修復する一方この都市共同m雇 用促進局と
相談したうえで失業者を雇用している。1996年

にエコミュゼは、12人の若者を雇つた。その若者

たちは、麻薬の経験者や職業教育を受けていない

人々であつた。若者の職業上における再教育は、

エコミュゼ糎 用促進局の共同

“

テつている。

(υ 歴史的建造物の保護政策

エコミュゼは、この地域に点在する歴史的建造

物の保全活動に関わっている。

1970年頃エコミュゼは、クノンプーの歴史的建

造物を残すため国へ歴史的記念物に指定するよう

働きかけた。この建造物は、1850年頃機関車を

製造する工場として建てら1ヽ 建築史的な観点か

ら近代建築として組積構造から鉄骨構造に変わる

過渡期の様子を象徴しているものである。外壁が

煉瓦で覆われて3D・ り、鉄骨構造で大空間を生み出

している。 そして今日歴史W環己合物にす旨定され

ディジョン大学教養部の付属図書館として生まれ

変わつた。 1階は読書室でその一部にクルゾーの

図6 博物館に再生されるセラミックエ場 図7 保全された工場労働者の集合住宅
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歴史について展示する予定である。

この住宅は、1826年に工場労働者のために建

てられた (図 7)。 これは、19雌の住咤湘試が
残り、この地域の歴史を語るうえで貴重な遺産で

ある力ヽ 1970年頃破壊の危機に瀕していた。そ

こでエコミュゼは、ル・クルゾー・モンソ・レ・

ミーメ都市共同体^働きかけ、その結果都市共同

体力鍵物と土地を買い取り改修を行うに至つた。

そして、その建物外部は19世紀の様子にとどめ、

内部は今日の生活に支障がないように居住者の要

求に合わせ改修された。推 コミュゼは、現在

倉庫の上にある空き部屋を活用して労働嗜住宅に

関する展示を行う予定である。

0)犠
ル・ク′レゾー・モンソ・レ・ミーメ都市共同

体・エコミュゼは、歴史的建造物を博物館として

活用するばかりではなく、従来の機能を活かした

船 滴動も行つている。そして当翻 における調

査・研究機能を活かし、積極的に地域に点在する

歴史的建造物の保全に努めている。また古tヽ産業

遺産を博物館として活かす場合でも、地域住民に

その構想段階から参加を求め事業を展開している。

エコミュゼの教育活動とは、各地域のアツシア

シオンとパ=ト ナーシップを組んで

…

る

行為そのものと考えられる。そしてエコミュゼは、

こうした活動を通じて歴史的遺産を破慶の危機か

ら守り、― の雇用に貢献し、さらに市民活動

の出会いの場を広げてきたと思われる。

この様な博物館活動を行える背景には、エコミ

ュぜ力
'自
治体やアツシアシオンの会員と密接に連

絡や協議できる運営会議を持ち、それを有効に働

かせているからと考えられる。またそのアンシア

ンオンの会員になること力t常に何人にも開かれ
ているからだと考える。

このエコミュゼは、今日まで平穏に来られた訳

ではなく紆余曲折があったと推測する。つまりそ

れは地域住民との考え方のパつかり合いや、中央

官庁にユコミュゼのアイデンティティを認めても

らうことであった。そしてその板峡みの中で博物

館の考え方をもちながら自治体や地域住民の要求

に応えてきたと考えられる。したがって今日地域

社会に求められる博物館像とは、まさにこの姿で

あると思われる。

4.0 日本の都市におけるエコミュージアムの役割

以上フランスのユコミュゼについてみてきた力1、

最後に日本の事情について考えてみたい。

今日の都市部における課題は、持続可能な地域

社会づくりに向けで新たなコミュニティーを創出

することである
`1●

そうした状況の中で博物館は、

地域に次世代か伝えるものを保存し、展示を含め

た教育活動を実施し、そのための調査。研究活動

をすることを役割とした機閥としてつくられた。

今後求められる博物館は、古典的な博物館の概

念や機能を拡張させ、博物館運営に多くの人が関

わり、取り扱うヨンクション対象を拡大させ、博

物館活動の領域を地域へ拡張したものであると考

える。した力ちてこれから日本で設立されるエコ

ミュージアムカヽ 以下の3つの役割を担っていく

ことを期待したい。

① 地域に点在する歴史的遺産の保全と活用

今日の環境問題に対して良好な地域環境を構成

する物作を積極的に保全し、歴史的環境が断絶し

ないように努めること。そしてその輛 の

価値や意味を次世代卜伝えていくために高齢者が

子どもたちと語らう場を提供すること。

またその麻 ・教籠 動において博脚靭計5職

員が技術を提供すること。そして物の価値とその

意味合いを知らせることく 感動とともに見る力

を呼び起こし身につけてもらうこと。

② 市民活動のネットワークを広げる結節点

各博物館に市民がその活動へ参加できる窓口を

設置する。そして博物館の情報をリアノンタイムで

ネットワーク化し公開すること。

またその学際性を活かして市民団体・民間企

業・自治体とパLト ナーシップを組ん―
・研

制 を行うこと。特1=既存の― と連携を取

り合って事業を行うこと。

③ アイデンティティの形成

市民サイドに立った地域ぐるみの
― くりに
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配慮し、市民が郷土愛を抱けるように支援するこ

と。またそうした生涯学習におけるまちづくりに

継続性をもたせ、 これから生まれてくる子どもた
ちがその地域の住民であることを誇りに持ち得る

よう努めることである。

睦

1) イ呵1につこ||す る「慄露勿督」 は、1専彩
"晴""助を行う機関である。博物館活動とは、調査・

醜 収集・保魚 展示・教育する樹 ピ あ

る。したがつて博物館は、′ヾランスよく均衡

のとれた博物館活動を行うことである。

2) ホ稿において“エコミュゼ (6comuseel"
は、1971年以後ジョルジュ・アンリ・リヴ

ィエ…ルの運動からなるフランス国内の博物

館を指すことにする。1996年現在、「エコミ

ュぜとツシエテミュゼ連盟 (F6“ration

des OcomusCes et des mmes de

sOcieto」 に姐 している館Iよ70ざある。 そ
の内フランスのエコミュゼは33館である。他

は、フランスのソシエテミュゼう℃馴嵐 ペノレ

ギーのエコミュぜが郡ほ べ′レギーのソシエ

テミュセ
"'1紅
ある 0舟井 199a p 71。

つぎに“ユコミュージアム (eCOmuseml"

は、エコミュゼの思想力世界に伝播し、設立

されたフランス国外の機関とする。理由とし

てエコミュージアムは、国 の々事情に応じて

その役割や位置づけが異なつてもヽるからである。

3)  南魔査は、 鰤 ●(" -4-
画団体に参加し、通訳を交えて行った。なお

聞き取りの質問項目は以下の4点である。

1.ル・クルゾー・モンソ・レ・ミーメ都市

共同体の歴史と列に

2.ル・クルメー・モンソ・レ・ミーメ都市

共同体・エコミュゼの起源日制盤

3.′レ●クルゾー・モンン・レ・ミーメ都市

共同体・エコミュゼの運営旗

4.′レ・ク″ゾー・モンソ・レ・ミーメ都市

共同体・エコミュゼと自治体やアツシア

シオンの関わり。

これらのことをパトリス・ノッテジェム

氏 :当 エ コ ミュゼ・ デ ィレクター

(Directeur/ConservateuDを はじめとす

る博物館専Fi職員他3名、また市民団体の代

表者としてジゼル・グッテ氏 (「学校の博物

館」会長)と ポー′ン・ ドロー氏 (「運河の博物

館J ttlltlに 対して間き取り調査を行った。

なお特にことわりのない限り2.2-3.3のエ

コミュゼの運営に関する記述は、ノッテジェ

ム氏からの関き取り調査によるものである。

予備調査として前年 (1996年 6月 21日 )

に現地視簾を行つた。

ル・ク′レゾー・モンソ・レ・ ミーメ都市夫

同体は、パソから南東に約270kmに位置す

る (表 2)。 その東側に地中海へ流れ込むソ

ーメエ 西側に大西洋へ流れ込むロアール河、

南北に小高い山がある。この地域は墾泄颯ま

で貧しい農村であつた。しかし18世紀末にソ

ーメ河 とロアー′レ河を結ぷ中央運河

(Centre Cana)の建設力
'行
われ Ю世紀

末石炭が発見された。そして北部のル・タル

ゾーと南部のモンソ・レ・ミーメは、船輸送

の利便性を活かして大きな工業都市へ発展し

ていつた。今日この都市共同体は、艤 軽

工業 重工業における複合的な産業構造を成

している。また交通に関して国運70号線や高

ル・タルゾ…。モンソ・レ・ミーヌ都市共同体の鮮細

4)

5)

表 2

コミューヌ 耐 0 人口体 )

"物
鮨

セラミックエ颯

人と塵興の0櫛館

彙凰の日鮨

“

'級
の
'範
ll

t3の●櫛
"

口0ネスク檬‐ 訳念

鑢 t産 調 N螂 創 Ч田 嘔 S

●II 10画 0
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速道路が通り、パリから南フランスを結ぷフ

ランス制 GVが僣まる。

6) 「環境界 (milim」 という概念は、「自
然」環境と同時に「社会」環境を喚起する   11)

(Donirique Fu宙 ere 199α  p.60。

7) 地方自然公園は、フランス回立公園
(Parc Nadona)と 異なるものである。

それは、その地方の観光による活性イ

“

残漱   12)
また都会の人々にとってのレジャーの場とさ

ヤヽ 都市に近いところにある。フランス脚府

R1967年 3月 1日 に施行された法令
(D“
“
t No 67-15め より地方自然公園

を位置づけている。また1975年 10月 24日 の

法改正 (D6cret No.75-9801=お いて多

くの地方自然公園を地方自泊体の―
から

なる委員会 県及び専門組織によって管理さ

せた。今日フランスには、30の地方自然公園

力tあ る (Hubert 198■ ,180 (藤原1997、

p.6)。

8) 「エコミュゼ」という用語は、1971年
ICOMの第 9回博物館会議の場でヽ当時のフ

ランス環境大臣ロベール・ プシヤッド

(Robert Pouiadelに よってはじめて公式

に用いられた (別 効 199よ p.6)。
9) フランスの行政体制は、まず一番最小の単
位を市町村 (コ ミューメ :communepと し、
つぎに小郡 (カ ントン :cantoω や区 (ア

ロンディスマン :arrondissememsntl、 そ

の上に95県 (デパノントマン :d6partement)、

その上に22地域圏 (レ ジオン :r6gioω と
なっている。なおル・ クルゾー・モンソ・

レ・ミーメ都市共同体(de la Conlmunaute   19

urbaine   Le   Creusot   Montceau‐

les―Minesl lよ 、プ′レゴーニュ地域圏

(Bourgognelに属しており、その中のソ

ーメ・ユ・ロアール県 (Saone et Loirep

内にある。また「都市共同制 lよ、いくつか

のコミューメをまとめた行政区域でtコ ミュ   10
-ヌ と一番輿密に関わりをもつ単位である。

101 ジョルジュ・アンソ・ソヴィエー′ンは、エ

コミュゼの創始者であり、国際博物館会議

(ICOMpの初代ディレクター (1948-65

0で もあつた。
ユーグ・ ド・ヴァリンは、1971年に「エ

コミュゼ」という言葉を考案した。そしてこ

のエコミュゼの2代日会長 (Preidenoで

あつた。

フランスに「アツシアシオンの契約に関す

る1901年 7月 1日法 (LOi du ler juillet

1901 relative au contrat dh%ociationl」

がある。この法律は、いかなる人々やグルー

プであって拐嘩彗1で自主的な協同体 (アノ

シアシオン)をつくることを法的に承認し、

その公的有用性を認め、かつその活動を保証

している。このアノンアシオン:よ、定款とし

てその名前に日転 手風 内無 その活

財 る頬 御 を嘘 し、そ場鯰すること力=

う場野づlテ られる。

今日′ン・クルゾー・モンソ・レ・ ミーメ都市

共同体・エコミュゼのアツシアシオンは、約

100名の会員から成り立っている。そのアノ

ンアシオンは、理事会の事務局員を選ぶ。法

律において事務局に局彙 飢 欝 ■ 2人

の副局長 副会議 副秘書がいて、その事務

局長はアツシアシオンの法律面の責任者にな

る。

エコミュゼの設立主体は、このアツシアシオ

ン型の他に、国立公園や地方自然公園が母体

となつているもの、またそり属しているコミ

ューメが母体になつているものもある

(JOubert 199ム p.31。

例えば「運河の博物館Jは、1995年 2月

1日 にエコミュゼとエキュイス (la Com_

mune Eclssesl間で協約を結んス∴ その

内容は、「協約全体の目的と手測「業務上の

制 、「ヨンクション州 、「財政上の規

制、朦動の漏制 である。

例えば「運河の― 」のア
ツシアシオン

lよ、「運河の海同 について独自に調査を行

い、国内の展覧会でその研究成果を発表して
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いる。

lD 今日のル・クルメー,モンソ・ン・ミーメ
共同体・エコミュゼは、「運河博物館」、「学

校の博物館」、「ル・クルゾー・モンソ・レ・

ミーメ都市共同体・エコミュゼ」における3

つのアツシアシオンから成り立つ連合体であ

る。各地域の博物館運営に関するイ‐シアチ

プは、俵 3)に まとめる。ただし「ロマネ

スク様式の教会」は独自のアツシアシオンカ'

ないのでエコミュゼにより管理され「化石

の開 」は当館のコンセ′″ トヾゥールによ

り運営されている。また「セラミックエ場」

には、まだ法的に認められたアツシアシオン

として疑 していない力ヽ 25Aの地断

“

」民力`

携わっている。

表3 運営におけるイニシアチプ

"掏“

エコミュゼ 各地

“

の
アツシアシオン

人と●●の●●le ◎

El●●●輸 ◎

学●●●●
=

O O

t●●●詢館 ◎

●マネスク●■●薇會 0

セラミックエ8 ◎

10 その試みの一つとしてネ軽U聘尉:l崎市で構
想されている「〈仮)多剌 :Iエコミュージア
ム」は、その地域住民によるり と

エコミュゼの住民参加による手法力幣びつき

推進されている。そして地域をまるごと生き

た博物館と捉えそこに点在する歴史的遺産を

活かしたまちづくり運動へと発展している。

そこ嚇 民は、その活動へ参加する仕組みを

より確実にし、自ら育てていける地域に根づ

いた活動力嘲溌されるシステムを望んでいる。
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